
平成２２年度　県民からの森づくり事業アイデア提案　一覧
１．新たな事業の提案

事業名 事業概要 事業への反映 理由

スギやヒノキの表皮をはく離することは、中学生や企業
のボランティアも安全に作業できる間伐方法であり、伐
採計画が容易になる。多数の方が森林整備に参加いただ
ける。

○スギ、ヒノキの表皮のはく離による間伐は、全国的にも実施例が少なく、本県
においては下記の理由により実行は難しいと考える。
・表皮をはく離すると１年で樹木は枯れるが、そのままにしておくと害虫の発生
や倒木の危険性があり、人家周辺等では実施が難しいこと
・このため、枯れ木を伐倒処理する必要があり、２度手間となる。また、枯れ木
の伐倒作業については危険が伴うこと

「豊かな郷土 とやまの森をまもる日」（仮称）を年一
回定め、県民総ぐるみで森づくりを考える日、森づくり
活動を実践する日を設ける。森づくりの必要性を認識し
てもらうことが可能となる。

○「森づくりを考える日」については、今年度はじめて実施した「県民参加の森
づくりフェア」をはじめ、タウンミーティングの開催や各種イベントへの出展、
パンフレットなどの作成･配付、県政番組の製作･放送など様々な手段を活用し
て、森林の大切さ、森づくりの重要性を県民の皆さんに広報してきたところであ
る。
○「森づくり活動を実践する日」については、９月第３日曜日の森林ボランティ
アの日に「とやまの森づくりボランティアの集い」を平成１８年度から毎年開催
しているほか、「とやまの森づくりボランティア交流会」や「とやま森の祭典」
などを開催し、県民の森づくりへの参加を促進する取組みを行っている。

今後も、機会を捉えて、より多くの県民に森づくりの大切さをPRしていくととも
に、実際の活動についても、多くの方に参加いただけるよう努めて参りたい。

未利用の間伐材や製材の端材を学校へ配送し、図工の木
工工作の授業で、この県産材を使用するとともに、専門
の教員（指導者）を養成する。

○現在実施している「森の寺子屋」は、児童が県産材に触れあうことにより森づ
くりへの理解が深まることを目的に、県が養成したフォレストリーダーにより、
小学校と連携して総合学習等の授業において、簡易な木工工作（箸や巣箱など）
の製作指導を行っている。
○今回の提案を活かし、学校との連携をより深めるため、製作記念として学校に
設置して利用するようなプランター等の大型木製工作物の製作に取り組みたい。

２．既存の事業を改正する提案

事業名 事業概要 事業への反映 理由

　県民実践活動事業（県民自らが企画・実践する森づく
り活動を支援する事業）の補助金交付窓口（県の機関）
を各市町村の中に設置する。このことにより、きめ細か
な、迅速な指導が可能となる。

　申請手続きが煩雑であり、使用した経費の根拠資料な
ど書類作成の負担が大きい。簡素化してほしい。

○県の出先機関を市町村に設置することは困難である。今後は県と市町村と連絡
を密に取るなどして、指導を求める事業実施者への迅速な対応に努めてまいりた
い。

○事業に要した経費の確認については、補助事業の性格上必要なことであり、今
後も事業実施者に資料の提出を求めていきたい。なお、提出書類については、こ
れまでも必要最小限なものをお願いしてきたところであり、今後は、郵送やメー
ルによる提出をなどによる簡素化について逐次検討してまいりたい。
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